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笹井陽一郎提出論文内容要旨
 水ヲ苞形成は皮膚疾患の主要症候の1つであり,その形成1幾転については多ぐの検索がなされて
 いる。しかしこれに関する粗織化学的研究は殆んどみられないので本研究を企てた。
 ゴ.フオスフゴーリラーゼ。58例の患者(尋常性天疱瘡5例,ジユ～リング疱疹状皮屑炎可5
 例,多形滲出性紅斑11例,帯状疱疹15例,水痘乙例,湿疹揖例)より材料を採取し,直ち
 に2分した。1つは未固定のま、凍結切片としてフオスフォリラーゼの検索に使用し(武内のルゴ
 ール法による),他はCarnoy液をもつて固定してパラヒン標本とし,以下の染色を行左つた。
 即ちヘマトキシリン.エオジン染色,トリク・一ム染色(Mas60n),PAS染色(Linie)
 ピロニン.メチル}緑染色俸urnick.),Feuユgell染色(S七〇weユ1)ρまたグリコーゲ:ノ,
 リボ核酸,デゾキシリボ核酸確認のために唾液消化法,リポヌクレアーゼ消化法,過塩素酸処理
 法を行なった。結果は以下の如ぐである。
 尋常性天疱瘡1水疱蓋をなす有棘層むよび水疱底をなす基底層ならびに有棘細胞,更にアカソト
 リーゼを示す幾つかの有棘細胞に健常のそれより極めて弱いフオスフオリラーゼの活性を認めた。
 他方,水疱底の細胞にかいては腰々グリコーゲンの出現,リボ核酸の減少を観察した。ジロ～リ
 ング疱疹状皮膚炎二表皮下に明屋蕨水ジ苞形成があれば水疱端に当り,朋らか左水疱を未だ認めなけ
 れぽ襲皮真皮間の小空隙に当り,表皮の有棘層中層以下にむいて極めて強い7オス7才リラーゼ
 活性を認めた。前者に巻いては同じぐ水疱端の表皮の,優者において倣小間隙の上部むよび側
 方の表皮の有棘層全層および基底層にグリコ～ゲンならびにリボ核酸の増加を認めた。変化け有
 棘層下層,基底層にむいてより著明であった。多形滲出性紅斑:ジューリングチ苞疹状皮膚炎にむ
 ける所見と略同様であった。帯状!疱疹,水痘lretiCUユardegeneratien、ban・・一
 〇〇nirlgdegenera七iOnの部分には7オス7オリラ～ゼの活性,グリコ}ゲン,リポ核
 酸ともに証明できなかった。急性湿疹:フオスフオリラーゼの活性は水疱周囲のi醗、唱状態の部分
 に強ぐ認められた。そこては又,グリコーゲンの出現,リポ核酸の増加がみられた0
 2.アミノペプナダーゼ。26例の患者(尋常1≦1三天i疱瘡2例,ジューリング疱疹状皮暦炎6例,
 1多形滲出性紅斑8例,急性湿疹10例)より材料を採取し,10%中性ホルマリンにて50分間
 固定,凍結切片を作製し,Naohlasらの方法に従って検索を行なった。尋常性天疱瘡1水疱
 蓋,水疱底と亀強い活性を示したが,歳庖底の基底層および有棘細胞に特に強い1舌性を認めた。
 詫たアカソトリーゼを示す細胞にも活性を認め斥。ジューリング疱疹状皮膚炎:水疱が明瞭なら
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 ば水疱端の表皮の,水1庖が未だみられなけれ1ま表皮真皮闘小空隙の上部お・よび側方の表皮の基底
 層ならびに有棘層下層にむいて,強いアミノペプチダーゼの活性を認めた。多形滲出性紅斑1ジ
 ューリングi疱疹状皮膚'炎に1ち・け'る所見とほほ1同様である。唯,水ヲ泣蓋中央部表皮の有棘層にも微
 弱ながら活性を認めた。急性湿疹二海綿状態の場所に強い活性をみた。
 5、表皮下基底膜。35例の患者(尋常性天ヲ芭瘡5例,ジユーリングヲ庖疹状皮膚炎て7例,多
 形滲出性紅斑1ろ例)よ淋イ臨料を採取し,2分して,1つはe巳rnoy液にて,他は旬%中性
 ホルマリンにて固定し,パラヒン標本を作成した。染色方法は,ヘマトキシリン、エオジン,弾
 力線維染・色(Wetger七),トリクローム染色(MaSSOrl),格子満!紹1染色(Wiユder),
 PAS染色,アロクロ～ム染色(L土ユユie),アルシアン青染色,ao5%トルイジン青染
 色(PH4コ,70りC)で,他に対照としてアセチル化,メチル化,スルフア化,ドアル・ニダー
 ゼ消化法を行なった。尋常陸天疱瘡:表皮真皮間にPAS陽性の基底膜が存在し,形態その仙健
 膚亨と変らなしr,、阜酢,真ノ支にかける法要閏(D強い音区分・ではf肖失する。このPASK撃1塗膜の一音掛丈アノレ
 シアン青陽性であるが,0,05%お・よび5%トルイジン青の何.手tによっても異染性を示さず,
 スル7ア化の後はPAS陽性の部分に一致してアルシアン脊陽性となり,トルィジン膏により異
 染性を示した。ジューリング疱疹状皮膚炎:PAs陽性膜は一部を除いて侵証明されオニかつた。)
 アルシアン膏,トルィジン青によっても,スルフア化後さえ,殆んど認めることがてきなかった。
 多形滲出性紅斑1ジユ～リンクヲ疱疹状皮膚炎の場合と全ぐ同様てあった。
 考按。表皮細胞にむける蛋白分解酵素の存在は以前より知られているが,その活性は極めて弱
 い。本縄織化学的研究によって,諸種水疱性疾患の水疱周囲の細胞にむいては,アミノペプチダ
 ーゼが強い活性を示すことを見出した。このことは,加ジ苞誘発の原因が何てあっても,細胞に与
 えられた刺戟によって不活性蛋白分解酵素が強ぐ活性化されることを証したものといえる。また,
 尋常性天≧糠・にあっては,水疱周囲の細胞むよびアカソトリーゼを示す細胞は,強いアミノベプ
 ナダ～ゼの活性を菟つに拘らず,他律水疱1生疾患にお・ける氷り苞周囲の細胞と異なり,弱いフオス
 フオリラーゼの活性を有し,リボ核酸の減少を示した。天チ,亙瘡の場合,糖質代謝が早期に阻.害さ
 れ,縮胞の変性が急速に進むといわれているが,この所見ぐ㌘そ,1・しを示していると,憩われる。他方,
 ジューリング疱疹状皮膚炎,多形溶出性紅斑の水疱にむいては,しばしば基底膜が消失するとい
 われる。しかし本研究によれば,これら疾患において表皮勇⊆皮接合部粘液多糖類の重合度低下の
 ため染色されないのに他ならない。
審 査
上
口
 憂
ホ
 オ
コ
く
封
σ) 要
旨
 加冠形成は皮膚疾患の主要症候の1つであり,その形成機転については多くの険索がなされて
 いる。しかしこれに関する組織化学的研究は殆んど今られないので本研究を企てた。
 1.フオスフオリラーゼ。58例の患者(尋常性天疱瘡3例,ジ手一リγグ疱疹状皮而炎15
 例,矛形滲出性紅斑11例,帯糖苞疹15例,水痘5例,湿疹11例)について検索した。
 尋常性天疱瘡:加庖蓋をなす有藺溜分よび水疱底をなす基底暦なら.びに肩癖細胞,更にアカソ
 、㌦..
 トリーゼを示す幾つかの有棘細胞に健常のそれより極配)て弱いフォスフオリラーゼの活性を認め
 た。他方,水泡践の細胞においては展凌グリコーゲンの出現,リボ核酸の減少奮観察した。ジュ
 ーリング疱疹状皮膚炎:表皮下に明瞭左水疱形成があれぼ水疱端に当り,明らかな7k庖を未だ認
 めなければ表皮真皮間の小空隙に当り,表皮の有棘層中層以一ト'において極めて強いフオスフオリ
 ラーゼ活性セ認めた。前者に狩いては同じく水疱艦の表皮の・陵省においては小間隙のと部ひよ
 び側方の表皮の有棘層全摘ひよび基底層にグリコーゲンならびにリボ核酸の増加を認めた。変化
 は有棘層下層,基底層にお・いて,【り著明であったol多形滲出性江斑:ジユーリγググ包珍状皮価炎
 にむける所見と略同様であった。帯状疱疹,水痘:水チ勧司囲の細胞にはフオスフオグラーーゼの活
 性,ワボ核酸が増強し、ググコーゲンが出現した。急性湿疹:7オスフオグラーゼの活1生は水疱
 周囲の海綿状態の部分に強く認められた。そこでは又・グリコーゲンの出現・リボ核酸の増加が
 みられた。
 2.アミノペプチダーゼ。2み例の患名(轡常性天i庖癒2例,ジユーリングジ諺疹状皮將炎6例,
 多形滲出性紅斑8例,急性雄疹10例)について検査1した。尋常庄天疱瘡:水ヲ包蓋,水胸底と
 も強い活性を示したが,水泡底の基底細胞ひよぴ有棘細ll包に特に強い沽性奮認めた。また7カント
 リーゼを示す細胞にも沽性を認めた。ジューリングチ酵疹状皮膚炎:底庖が明瞭ならば水i庖端の表
 皮の,水疱が未だ今られなければ表皮真皮間小空隙上部および側方表'皮の基底層左らびだ有
 棘層下層に凋いて,強いアミノペプチダーゼの活性を認めた。多形湊と域性紅斑:ジューリング疱
 疹状皮膚炎における所見とほぼ同様である。唯,水疱蓋中央部表皮の有棘層匠も微弱たがら活性
 を認めた。急性概疹:海綿状態の場所に強い活性を弗た。
 5.表皮下基底膜。55例の患者(尋常性天疱瘡5例、ジューリング疱疹状皮膚炎17例,多.
 澗多出性紅斑15例)について検索した。尋常性天疱瘡:表皮真皮間にFAS陽性の某氏膜が存
 在し,形態的並に組織化学的に健常と変らない。すな一わちこのPAS陽性膜
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 の』部にはアルシア・ン青陽性であるが1e、05%冷よび5%トルイジソ青の何れによづても・
 顯酸赫ず・スルフア!圃鋤PA.s醗7)部艇瀕してアルシ7晴眺と勿・ト1レ
 ィジン青によ旦異染性を示した。ジューリンク疱疹状皮膚炎:PAs陽性膜は7部を除いては証
 明・された・が,アル,シアγ青,トルィジン青によっては,スルフア化畿さえ,殆ん.ど認V)るこ
 とができなかった。多形滲出性紅斑ニジユーリソク疱疹状皮膚炎の協合と全:一く同様で.あった。
 以上著者は本組織化学的研究によって,諸橦水疱性疾患の水i庖周囲の細胞に澄いては',アミ'ノ
 ペブ初一ゼが弾灘を尉こと繰出いま.知無難天繍隔つ窃,馳醐の楠
 は強いアミノペプチダーゼの活性をもつに拘らず,偲種水疱性疾患に分けると異なり,弱いフオ
 ズフォリラーゼの沽性を有し・リ剥亥酸の減少乞示すこと意知り・他方・ジューリング疱疹状皮
 膚炎・多形滲出性紅斑の水疱に労いてPAS陽性基底膜を構成する粘液多糖類の藁合度は正常
 より低下することを明らかにした。
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